
町田市学校給食問題協議会の二次答申について 

２０２２年９月２８日に町田市学校給食問題協議会へ、「中学校の全員給食実施に伴

う各学校の給食運営について」、「給食費について」、「学校給食における食育の推進につ

いて」の３点の諮問を行いました。このうち、「学校給食における食育の推進について」、

中学校給食実現後の小中一貫の食育推進方法の基本的な事項に関して、計２回の協議を

経て、２０２３年１１月２１日に、答申（二次答申）を受けましたので報告いたします。 

１ 諮問事項 

「学校給食における食育の推進について」 

  中学校全員給食の導入を契機として、小学校・中学校９年間の学校給食を通じて一

貫して取組んでいくことができる食育の推進方法について、諮問しました。 

２ 協議期間 

２０２３年８月８日～２０２３年１０月２５日（計２回） 

３ 答申の概要 

小中一貫の食育においては、子どもたちが義務教育期間終了の時点で「食を正しく選

び取れる力」及び「正しい食行動を実践する力」を身に付けられるよう、より一層の学

校給食の充実はもちろんのこと、以下の点に考慮した上で、「生きた教材である学校給

食を活用した食育」を実践してもらいたい。 

（１）小中学校９年間における発達段階に応じた食育推進

「食を正しく選び取れる力」及び「正しい食行動を実践する力」として、「食事の重

要性の理解」、「心身の健康に向けた管理能力」、「食品を選択する能力」、「生産者等へ

の感謝の心」、「食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力」及び「地域の産物、

食文化などへの理解」を獲得・蓄積するために、小学校１年生から中学校３年生まで

の９年間を通じて、全小中学校で、子どもの発達段階に応じた食育を推進すること。 

この食育推進に当たっては、その体系や実施手順等を定めた「食育プログラム」を

策定し、計画的かつ継続的に取り組むこと。 

（２）連携による食育実施

栄養教諭及び学校栄養職員が、学校における食育のコーディネーターとして主体と

なり、学校教職員とともに学校全体で組織的に食育を推進し、家庭、給食に関わる事

業者及び食育に取り組む企業・大学など、地域の様々な主体が連携した食育を実施す

ること。 

（３）体験型の食育推進

給食そのものが食体験の基本である。これに加えて、子どもたちの知識や経験とし

て定着し、食への深い理解につながるよう、農業体験、調理実習などの体験を多く取
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り入れ、食育を推進すること。また、現代の子どもたちは、デジタルツールを日常的

に使用していることから、食に関する動画や食を学ぶアプリなど、デジタル技術を取

り入れた食育に積極的に取り組むこと。 

 

（４）個別的な相談指導 

偏食、肥満、痩身及び食物アレルギーなど、子どもたちが個別に抱える健康課題に

対して、個人の身体状態、栄養状態及び食生活等の特性にあった栄養指導及びその管

理を、栄養教諭及び学校栄養職員が中心となって、給食を活用しながら取り組んでい

くこと。 

 

（５）教育委員会のサポート及び学校間の協力体制 

各学校で使用可能な食育教材やツールの作成並びに食育実施に向けた研修の開催

など、教育委員会がサポートを行うとともに、学校間で協力し、食育を推進すること。

その結果として、食育の実施主体となる栄養教諭及び学校栄養職員並びに、学校教職

員の負担軽減を図ること。 

 

４ 今後の町田市学校給食問題協議会の協議について 

「給食費について」は、２０２３年２月に「中学校の全員給食実施に伴う各学校の給

食運営について」の答申（一次答申）を受けた後、３月及び５月に協議を行いました。

６月に、国が「子ども未来戦略方針」において、給食費無償化の検討を開始するとした

ことから、国の動向を注視しつつ、他市の動向を調査するため、協議を一時中断してお

りました。この度、他市の動向調査が終了し、この調査結果等を踏まえ、１２月に協議

を再開いたします。 

 

【参考】第１３期町田市学校給食問題協議会における諮問及び答申 

諮問内容 協議時期・回数 答申内容 答申日 

中学校の全員給食実

施に伴う各学校の給

食運営について 

２０２２年９月～ 

２０２３年１月 

計３回 

・給食日数について 

・給食時間について 

・食物アレルギーの対応について 

・配膳方法について 

２０２３年 

２月１０日 

給食費について ２０２３年３月～ 

２０２３年５月 

（継続協議中） 

- - 

学校給食における食

育の推進について 

２０２３年８月～ 

２０２３年１０月 

計２回 

・小中学校９年間における発達段階 

に応じた食育推進 

・連携による食育推進 

・体験型の食育推進 

・個別的な食育指導 

・教育委員会のサポート及び学校間 

の協力体制 

２０２３年 

１１月２１日 

 



学校給食における食育の推進について

－答申（二次答申）－ 

第１３期 

町田市学校給食問題協議会 





２０２３年１１月２１日 

町田市教育委員会 

教育長 坂本 修一 様 

町田市学校給食問題協議会 

会長 山田 正子 

学校給食における食育の推進について（二次答申） 

 ２０２２年９月２８日付２２町教学保第４２５号で諮問された標題の件について、

別紙のとおり答申する。 
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学校給食における食育の推進について 

食は人間が生きていく上で欠かすことのできない大切なものであり、健康な生活を送

るためには健全な食生活は欠かせないものである。しかし、近年、世帯構造の変化や様々

な生活状況により、健全な食生活を実践することが困難な場面が増加している。特に、

子どもたちにおいては、食生活の乱れや健康に関して懸念される事項、例えば、朝食の

欠食、偏った栄養摂取や不規則な食事、肥満や過度のやせ、アレルギー等の疾患などが

見られ、増加しつつある生活習慣病と食生活の関係も指摘されている状況である。 

成長期にある子どもたちにとって健全な食生活は、健康な心身を育むために欠かせな

いものであると同時に、将来の食習慣の形成に大きな影響を及ぼすものである。食に関

する情報が氾濫する現代社会においては、成長期にある子どもたちが生涯にわたって健

やかに生きるための基礎を培う食育を通じて、栄養や食事のとり方について、正しい基

礎知識に基づいて自ら判断し、食生活をコントロールしていく食の自己管理能力を身に

付ける必要がある。 

町田市においては、２０２５年度に中学校給食センターの整備が完了し、小学校・中

学校の９年間の義務教育期間において、統一的な給食提供が実現する。この９年間にお

ける給食提供を通じて、これまで実施してきた食育の課題を踏まえ、児童生徒が望まし

い食選択及び食行動を実現できる力をより強化できるよう、改めて、小中一貫の食育に

取り組む必要がある。 

この小中一貫の食育においては、子どもたちが義務教育期間終了の時点で「食を正し

く選び取れる力」及び「正しい食行動を実践する力」を身に付けられるよう、より一層

の学校給食の充実はもちろんのこと、以下の点に考慮した上で、「生きた教材である学

校給食を活用した食育」を実践してもらいたい。 

（１）小中学校９年間における発達段階に応じた食育推進

「食を正しく選び取れる力」及び「正しい食行動を実践する力」として、「食事の重

要性の理解」、「心身の健康に向けた管理能力」、「食品を選択する能力」、「生産者等へ

の感謝の心」、「食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力」及び「地域の産物、

食文化などへの理解」を獲得・蓄積していく必要がある。これらの能力等を獲得する

ために、小学校１年生から中学校３年生までの９年間を通じて、全小中学校で、子ど

もの発達段階に応じた食育を推進すること。 

この食育推進に当たっては、その体系や実施手順等を定めた「食育プログラム」を

策定し、計画的かつ継続的に取り組むこと。また、この「食育プログラム」の策定に

当たっては、すでに策定されている「小中一貫町田っ子カリキュラム健康教育」との

整合を図るとともに、栄養教諭及び学校栄養職員と学校教職員が協同して取り組む食

育を具体的に盛り込むこと。 
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（２）連携による食育実施

栄養教諭及び学校栄養職員が、学校における食育のコーディネーターとして主体と

なり、学校教職員とともに学校全体で組織的に食育を推進すること。また、家庭、給

食に関わる事業者及び食育に取り組む企業・大学など、地域の様々な主体が連携した

食育を実施すること。 

（３）体験型の食育推進

給食そのものが食体験の基本である。これに加えて、子どもたちの知識や経験とし

て定着し、食への深い理解につながるよう、農業体験、調理実習などの体験を多く取

り入れ、食育を推進すること。また、現代の子どもたちは、デジタルツールを日常的

に使用していることから、食に関する動画や食を学ぶアプリなど、デジタル技術を取

り入れた食育に積極的に取り組むこと。 

（４）個別的な相談指導

偏食、肥満、痩身及び食物アレルギーなど、子どもたちが個別に抱える健康課題に

対して、個人の身体状態、栄養状態及び食生活等の特性にあった栄養指導及びその管

理を、栄養教諭及び学校栄養職員が中心となって、給食を活用しながら取り組んでい

くこと。 

（５）教育委員会によるサポート及び学校間の協力体制

各学校で使用可能な食育教材やツールの作成並びに食育実施に向けた研修の開催

など、教育委員会がサポートを行うとともに、学校間で協力し、食育を推進すること。

その結果として、食育の実施主体となる栄養教諭及び学校栄養職員並びに、学校教職

員の負担軽減を図ること。 

2



参考資料 

3



4



町田市立学校における現状の食育の取組について 

１ 計画等に基づいた町田市立学校での食育の取組 

●「第２次町田市食育推進計画（2019～2023）」の学校での取組の方向性

と具体的な取組例

・職員が協力し食育の指導体制や指導内容の充実を図る

⇒教科と連携した取組、小中一貫町田っ子カリキュラムの作成 など

・地域や家庭への食育に関する情報を発信し、地域や家庭における食育推進

を支援する 

⇒給食だよりやホームページ、プレスリリース等を活用した情報発信、給

食試食会、企業と連携した食育の推進 など

・健康に配慮したメニューの提供や栄養情報提供等を行い、給食を通した健

康づくりを図る 

⇒栄養バランスの取れた給食の提供、歯と口の健康週間など健康と関連

させた内容の給食の提供 など

・望ましい食習慣の形成や地産地消、食文化の伝承など、給食を活用した食

育の充実を図る

⇒給食一口メモを活用した食育、地場農産物を使った給食の提供、伝統的

な行事を伴う行事食やその他行事に関する献立の提供、郷土料理、他国

の料理の提供、旬の食材を使った給食の提供 など

●「町田市教育プラン 2019～2023」での取組の方向性と具体的な取組例

・小･中学校の教育活動全体を通じて、栄養バランスのよい食事をとり、規則

正しく生活することの大切さについて、子どもたちの理解を深めていく

・小学校では、体験的な活動を通して、生活習慣の基礎を形成していく

・中学校では、それまでに学んだことを活かし、健康を考えて食の選択を行お

うとする態度と実践力を育てる

・保健所等との連携した取組により、家庭への食育の啓発を行っていく

・学校給食を生きた教材として、食への理解を深めていく

⇒小中一貫町田っ子カリキュラムの「健康教育」に位置づけて推進、朝食レ

シピコンテストの実施

参考資料１
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・学校給食における食材の地産地消を推進し、生産者との協働による農業体験

等の取組を推進する 

  ⇒「まち☆ベジ給食」の実施および「まち☆ベジ給食」を活用した食育の実 

施 

２ 栄養士が関わって行っている食育の取組の現状について 

●小学校は、各学校に栄養士が配置されており、自校方式で給食を実施してい

るため、全校児童に食育の取組がされている。ただし、取組内容は各学校の

裁量によって決まる。

＜全校の児童に実施している取組＞ 

給食だより等による情報発信、栄養バランスの取れた給食の提供、行事食・

郷土料理・他国の料理・地場農産物や旬の食材を使った献立の提供 

＜各学校の裁量によって実施している取組＞ 

※数字は（学校全体のうち栄養士が参画した校数（学校全体での取組校数）／全校数）

【特別活動における食育】 

・学級活動（13(18)校／42 校中）、

・給食の時間（11(13)校／42 校中）、

【関連の教科における食育】 

・生活科（6(10)校／42 校中）、

・家庭科（8(13)校／42 校中）、

【総合的な学習の時間】（3(6)校／42 校中）、 

【地場農産物を活用した食育】（9(17)校／42 校中）、 

地域や家庭・事業者などと連携した食育、ホームページなどデジタルツール

を活用した情報発信 など 

●中学校には、栄養士の配置がなく、給食はランチボックスで選択制のため、

給食を活用した取組が難しく、栄養士が主体となって行っている中学校での

取組は無い。

＜全校の生徒に実施している取組＞ 

 給食だよりを活用した情報発信 

＜ランチボックスを選択した生徒への取組＞ 

  栄養バランスの取れた給食の提供、行事食・郷土料理・他国の料理 など 

参考資料１
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【参考資料２】 

町田市立学校における現状の食育の取組から見える問題点と課題 

１ 児童生徒の食を取り巻く問題点 

 食生活を取り巻く社会環境の変化に伴い、児童生徒において、朝食を欠食し

ている割合が向上していることや、野菜摂取量が不足していることなどの問題

が生じている。 

●朝食摂取状況について

毎日朝食を食べていない児童生徒の割合は、小学生で１．１ポイント、中学

生で４．７ポイント高まっている。 

【朝食を食べている児童生徒の割合】 

年度 小学生 中学生 

2017年度 ８８．１％ ８４．６％ 

2022年度 ８７．０％ ７９．９％ 

出典：全国学力・学習状況調査 （2022年度） 

≪朝食を食べない理由≫ 

・食欲がわかないから、食べる時間がない

●野菜摂取量について

町田市民の野菜摂取量は、２０１８年３月時点の調査で 1 日２６５ｇの摂取

量で、これは厚生労働省が掲げる１日３５０ｇより８５ｇ不足している。この

調査は成人を対象としていますが、児童生徒の野菜摂取量も少ないということ

が推測できる。  

２ 小学校での主な問題点 

●栄養士が主体となって学校給食を活用した食育を実践できる方針や仕組みが

ない。

●給食の時間等を活用した指導は概ね全校で実施することができているが、

栄養士が授業に参画して食に関する指導を実施している学校は少ない。

●学校給食を活用した各学校の良い実践事例を共有して取り組める仕組みが十

分でない。

●学校給食と教科と結び付けた取組や家庭・地域・給食に関連する事業者など

様々な人と連携した取組が少ない。
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【参考資料２】 

３ 中学校での主な問題点 

●選択制ランチボックス形式で喫食者が一部の生徒であるため、給食を活用し

た食育を効果的にできていない。

●栄養士が学校へ赴いて食育を実施することができていない。

４ 全体の課題 

●児童生徒一人一人が食の大切さを認識に、自分自身の健康を考えて食の選択

を行おうとする態度と実践力を育てることが必要である。

●中学校全員給食導入を契機に、小・中一貫町田っ子カリキュラム「健康教育」

と連携を図るとともに、小・中学校９年間にわたる学校給食を活用した食育

を推進する必要がある。

●小・中学校で栄養士が主体となって学校給食を活用した食育を共通して行え

るような教材等を作成するなどして、計画的・継続的に実践できるような仕

組み作りが必要である。

●児童生徒への魅力的な給食の提供や食に関する学びや体験活動の提供など、

民間事業者、教育機関及び地域協力者とのコラボレーションをすることで、

専門的な知識や技術などを持ち寄り新たな食育教材の開発が必要である。

●学校と家庭との連携を密にすることで、学校で学んだことを家庭の食生活で

も実践ができるように、家庭における食育の取組を充実させていく必要があ

る。
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学校給食を活用した食育推進解決の方策 

１ 学校給食を活用した食育推進の基本的な考え方 

 中学校全員給食導入を契機に、小・中学校９年間にわたる学校給食を活用した

食育の推進を図るため、食育に関する方針や仕組みのもと、栄養士が主体となり

教職員・家庭・地域・事業者等と連携した食育に取組みます。 

 また、小・中学校すべての学校で、共通した食育教材等を活用することで、９

年間、計画的・継続的な食育の実践を行います。 

２ 学校給食を活用した「食育プログラム」の策定 

町田市では、子どもたちの感覚・感性に響く学校給食によって、将来にわたり

楽しく豊かな食生活に基づいた健やかな暮らしを営むための素地を形成すること

を目指しています。 

食生活を取り巻く社会環境の変化などに伴い、子どもたちの食に関する課題

（朝食欠食、野菜摂取量の不足など）が多様化しています。その中で、子どもた

ちが給食をはじめ、食に関わる学びや体験を通じて、食に関する知識を深めなが

ら、自分に適した望ましい食選択、食行動を実践できる力を育むために効果的な

食育を推進します。具体的には、小・中一貫町田っ子カリキュラム「健康教育」

の「食育」と連携を図りながら、小学１年から中学 3年までの 9年間にわたる学

校給食を活用した「食育プログラム」を策定します。 

●食育プログラム策定のイメージ【参考資料３-2参照】

・給食を活用する

・繰り返し学ぶことができる

・教職員と栄養士が連携して行う

・小学１年から中学３年までの９年間を見据えた、計画的・継続的な

・どの学校でも実施可能な内容である

⇒食育プログラムに基づく食育を実践していくことで、中学校卒業時点で、子ど

もたちが、

「食を正しく選び取れる力を有する子ども」 

になることを目指します。 

プログラム 

を策定する 

参考資料３-1

9



10



町田市の
食育が目指す
子どもの姿

食を正しく
選び取れる
力を有する
子ども

●第３期● 学んだことの実践期
（中学校第２学年～中学校第３学年）
目標
食の大切さを再認識し、自分の食生活
を見直し、健康を考えて食の選択が行
える

●第２期● 体験の充実と知識の習得期
（中学校第５学年～中学校第１学年）
目標
それまでに繰り返し実践し体得してきたこと
に関する理論的な根拠を意図的に付加し、確
かな知識を身につける

●第１期● 基礎となる体験の充実期
（小学校第１学年～小学校第４学年）
目標
体験的な活動を通して、健康的な食生活の
あり方・食べ物を栽培する人などへの感
謝・地域で取れる農作物を知ること・マ
ナーなどを繰り返し体験し、体得する

小中一貫町田っ子
健康教育カリキュラム

ステップアップ！ ステップアップ！

・給食を活用した
・繰り返し学ぶことができる
・教員と栄養士が関わって行う
・小学１年から中学３年までの９年間を見据えた、段階的・計画的・継続的な
・どの学校でも実施可能な

プログラム

給食における食育プログラム

（例）健康を考えて食の選択が行
えるようになるためのプログラム （例）確かな知識を身に着けるためのプ

ログラム （例）食に関して繰り返し体験し体得
できるようなプログラム

ステップアップ！
ステップアップ！

給食で
できること
（現在の
取り組み

例）

・給食だよりを活用した情報発信
・給食一口メモを活用した食育
・旬の食材を使った献立の提供
・行事に関する食の提供（いい歯の日の献立提供など）
・地産地消、地場農産物の提供
・テーマ別献立の実施（体力アップ応援献立など） など

教科で
できること

保健体育：食事の量や質の偏り
技術・家庭：食事の役割と中学
生の栄養の特徴、中学生に必要
な栄養を満たす食事
学級活動：食育の観点を踏まえ
た学校給食と望ましい食習慣の
形成 など

社会：農業や水産業における食料生産に
ついて（小５）
家庭：栄養を考えた食事（小５、小６）
総合的な学習の時間：米作り（小５）
など

社会：生産や販売の仕事（小３）
生活：植物を育てたりする活動

（小１、小２）
体育・保健：体の発育・発達

（小４） など

学校給食における食育プログラムイメージ図 参考資料３-2
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≪課題解決のために開始した食育の取組事例≫ 

【事例１】カゴメ株式会社提供の「ベジチェック®」を活用した食育授業 

 市はカゴメ株式会社と「ベジチェック®」を活用した食育授業を共同開発し、

2022 年度は試行的に４校で実施しました。2023 年度は、１２校で実施を

予定しています。 

≪授業開発の背景≫ 

・町田市第２次食育推進計画では野菜摂取量の増加が重点的な視点となってい

ます。そのため、野菜摂取量を増加させる取組が必要であるため。 

・町田市内で生産される地場野菜「まち☆ベジ」を学校給食でも積極的に活用

し、「まち☆ベジ」の良さや地産地消に関する食育を実施することで、児童の

野菜に対する興味関心を高め、野菜摂取量の増加につなげるため。 

≪カゴメ株式会社とのコラボレーションについて≫ 

・長年、野菜に関連した食育活動を展開し、そのノウハウを用いて食育授業を

実施することができる。 

・「ベジチェック®」を活用し、児童の野菜摂取量を可視化（数値化）するこ

とで、児童に応じた目標設定がしやすくなり、意欲的に取組が進められるよう

になる。 

■授業実践事例（町田市立鶴川第三小学校）

①授業 1回目『「まち☆ベジ、もり☆もり！大作戦」を考えよう』

「ベジチェックⓇ」で野菜摂取量を測定後、児童が野菜を食べるメリッ

トや、適切な野菜摂取量及び野菜を食べるための工夫などを学びました。

これからの食生活で頑張ることなど目標を立て、日々の野菜摂取の状況

とともに「まち☆ベジ、もり☆もり大作戦！４週間チャレンジシート」に

記録するなどして、意欲的に取組みが進められました。 

②授業 2回目『「まち☆ベジ、もり☆もり！大作戦」を広めよう』

（概ね 1ヶ月後）

「ベジチェックⓇ」で野菜摂取量を測定。1 ヶ月間児童が食生活で取組

んだことを振り返り、野菜摂取の大切さや適切な野菜摂取の方法など自分

たち学んだことを、家族や友人、地域の人達へ伝える方法を考えました。 

③授業３回目『地域の人達へ野菜摂取の大切さを伝える取組』

◆タブレット端末を駆使した、野菜摂取の大切さを伝えるスライドショー

の作成

授業で学んだ野菜のはたらきや野菜摂取の大切さを、一人 1 台のタブレ

ット端末を活用し、スライドショーにまとめ、音声を録音して５分程度の

参考資料３-３
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動画にしました。作成した動画は、近隣の小学校及び中学校にも配信し、

地域の児童生徒にも野菜摂取の大切さを伝えていきました。 

◆スーパーマーケットにおけるポスター掲示

児童が授業で学んだことや、グループで内容を考えながら、地域の人達

へ野菜摂取の向上につながるようなポスターを制作し、スーパーマーケッ

トに掲示しました。

◆幼稚園・保育園向けにカルタ、紙芝居、人形劇の制作

近隣の幼稚園や保育園の園児に向けて、野菜の名前や栄養などを知るこ

とができるカルタや、野菜のはたらきや大切さについて学べる紙芝居、折

り紙で作成した野菜の人形劇を制作しました。 

【事例２】地場農産物の学校給食への活用、子どもたちへの食育推進に向けた

JA 町田市との連携した取組 

 地場農産物の学校給食への活用を通じて、新鮮な地場農産物を子どもたちが

味わい、農産物の生産過程をより身近に感じながら食に関して学ぶことで、子

どもたちの豊かな心・健康な体・生きる力を育んでいくことを目的に、町田市

農業協同組合と「町田市の学校給食における地場農産物の活用に関する協定」

を２０２２年１２月に締結をしました。 

■地場農産物の加工品開発・生産及び学校給食への提供について

地場農産物が加工品になるまでの過程を教育委員会で作成し、各小学校に資

料提供をいたしました。活用例：給食時間に紹介、給食だよりに掲載など 

【町田産白菜キムチができるまで】 

・白菜の成長過程⇒生産者の紹介⇒キムチの製造過程⇒給食出来上がり

                  

        
      

   

                   
                   

参考資料3-３
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 【資料4-1】

目指す子どもの姿 「食を正しく選び取れる力」及び「正しい食行動を実践する力」を有する児童・生徒

連携した取組例

家庭教科等 地域 企業・事業者等

町田市学校給食食育プログラム体系図（現時点でのイメージ図）

食

事

の

重

要

性

、

喜

び

、

楽

し

さ

を

理

解

し

、

食

料

の

生

産

等

に

関

わ

る

人

々

へ

感

謝

す

る

心

を

醸

成

す

る

栄養士の取組例

ⓔ行事食

ⓚ世界の料理

ⓚ給食週間献立

ⓚ郷土料理

各

地

域

の

産

物

、

食

文

化

等

を

理

解

し

、

食

事

の

マ

ナ

ー

や

人

間

関

係

形

成

能

力

を

身

に

付

け

食

事

が

健

康

の

保

持

増

進

や

心

身

の

成

長

に

必

要

な

こ

と

を

理

解

し

、

正

し

い

食

品

を

選

択

す

る

力

を

身

に

付

け

給

食

だ

よ

り

・

給

食

一

口

メ

モ

の

配

布

・

校

内

の

掲

示

板

等

へ

の

掲

示

・

食

に

関

す

る

個

別

指

導

食文化等の理解

社会性の修得

心身の健康管理

食品の選択能力

食事の重要性

感謝の心の醸成

ⓓ旬の食材の提供

授業：さやむき、皮

むき。一口メモ・校

内放送
ⓐ１年生給食開始

授業：給食のルール

給食時間：クラス巡回

ⓖ和食給食

給食時間：さんまの

食べ方、箸の使い方

ⓕまち☆ベジもりもり給食（小学校）

授業：ベジチェック、野菜の栄養・働

き・必要量、地場野菜の旬について

ⓙバイキング給食

給食時間：栄養のバ

ランスを考えて食べ

る ⓗ地場農産物・まち

☆ベジ給食

給食時間：地産農産

物（野菜、米、白菜

キムチ、ゆずゼリー

等）について、校内

放送・ビデオ放映等

ⓞアスリート献立

授業：企業との連携

自分に必要な食事量、

栄養素の理解

ⓒ和食給食

給食時間：正しい食

器の置き方

ⓑカミカミ給食

給食時間：噛むこと

の大切さ

ⓘ朝食レシピ給食

給食時間：生活リズ

ムと食生活について

ⓛまち☆ベジもりもり給食（中学校）

授業：ベジチェック、野菜の栄養・働

き・必要量、地場野菜、地産地消（農業

や生産者）について

ⓑⓒ箸の持ち方、

食器の置き方、よ

く嚙んで食べるこ

と等を実践する

ⓓⓔ旬の食材、行事

食を家庭で食べる

ⓓ生活科（1.2年）

ⓐ給食指導（1年）

ⓑⓒ給食指導（1~6年）

ⓚ特別の教科道徳、外国語活

動、総合的な学習の時間、特

別活動（5.6年・中学）

ⓙ給食指導（6年）

ⓔ特別の教科道徳

ⓝ朝食レシピコンテスト（中学2年）

ⓗ地場野菜の提供・

農業体験（地域の農

業者）

ⓗ地場農産物加工品

の開発・生産（JA町

田市）
ⓗ社会（3年・5年）

ⓖ給食指導（1~6年） ⓖ骨のある魚の食べ方

（食育ボランティア）

●保健体育

●技術・家庭

ⓞアスリート献立

●スポーツ栄養や食事管理の講話・授業への協力

（地域のアスリート、スポーツに精通した企業・

事業者）

●栄養バランスを考

えた食生活

ⓛまち☆ベジもりもり給食

ⓛ野菜を意識した

食生活

ⓛベジチェックや地場野菜を活用した授業への

協力（地域の農業者、カゴメ、JA町田市、地域

のスーパー等）

ⓛ総合的な学習の時間

ⓛ特別活動（学級活動）

食育プログラムで重視するポイント

●なりたい自分に必要な栄養素、健康づくりに適した栄養素を知る ●学校給食の提供を通じて、日本の豊かな食文化や地域の良さを知る

●農産物の生産者や給食食材の供給事業者等との交流を通して、生産の工夫などを知る ●農産物の栽培・収穫・調理等、実体験を通じて知識の定着を図る

施策実施の基本的視点

食の大切さを再認識

し、自分の食生活を

見直し、健康を考え

て食の選択が行える

目標

第３期 学んだことの実践期

中学2年～中学3年

基本目標

それまでに繰り返し実践

し体得してきたことに関

する理論的な根拠を意図

的に付加し、確かな知識

を身につける

第２期

目標

体験の充実期と知識の習得期

小学5年～中学１年

体験的な活動を通して、

健康的な食生活のあり

方・食べ物を栽培する人

などへの感謝・地域で取

れる農作物を知ること・

マナーなどを繰り返し体

験し、体得する

基礎となる体験の充実期

小学１年～小学４年

第１期

目標

●食の安全性・衛生（添加

物、食中毒など）、必要な

栄養素に対する理解

●食事のマナー・食事と生

活リズムの重要性などを理

解する

●食の環境変化・食文化・

食料事情を理解する

●望ましい食習慣の形成、

食を通じた、より良い人間

関係の形成

●野菜摂取の重要性・地場

野菜の種類、栄養素などを

理解する

●食事と健康の関係性、食

材の変化・供給を学ぶ

●手洗い・箸の使い方・食事

の楽しさなど、食の基本を学

●食物の旬、行事食など、

多様な食文化に触れる

●世界の食文化・日本の食

文化を知る。環境問題を考

える

ⓜ総合的な学習の時間（中学）

ⓕまち☆ベジもりもり給食

ⓕ野菜を意識した

食生活

ⓕベジチェックや地場野菜を活用した授業への

協力（地域の農業者、カゴメ、JA町田市、地域

のスーパー等）

ⓕ特別活動（学級活動）

ⓘ朝食レシピコンテスト（6年）

ⓓ地場野菜の提供・

農業体験（地域の農

業者）

ⓑ学校歯科医の講話

ⓔ親子料理教室の開催・参加（保護者、ボランティア・企業）

ⓜ地場農産物加工品

の開発・生産（JA町

田市）

ⓜ地場野菜の提供・

生産者の話（地域の

農業者）

ⓜ地場農産物・まち

☆ベジ給食

給食時間：地産農産

物（野菜、米、白菜

キムチ、ゆずゼリー

等）について、校内

放送・ビデオ放映等

ⓝ朝食レシピ給食

給食時間：生活リズ

ムと食生活について

※町田市学校給食食育プログラムとは、小中学校９年間における発達段階に応じた食育推進に当たっての体系や実施手順等を定めたもの

（小中一貫町田っ子カリキュラム

健康教育）
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※小中一貫町田っ子カリキュラム 健康教育 から抜粋

参考資料 4-2
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附属資料 
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２２町教学保第４２５号 

２０２２年９月２８日 

写 

町田市学校給食問題協議会 

 会長 山田 正子 様 

町田市教育委員会 

教育長 坂本 修一 

学校給食に関する諮問 

このことについて、町田市学校給食問題協議会の設置に関する条例第２条に

基づき諮問いたします。 

記 

１ 諮問事項 

（１）中学校の全員給食実施に伴う各学校の給食運営について

（２）給食費について

（３）学校給食における食育の推進について

２ 諮問理由 

（１）中学校の全員給食実施に伴う各学校の給食運営について

  現在、町田市の小中一貫校を除く１９校の中学校では、「選択制・ランチボ

ックス形式」により給食を提供していますが、２０２５年度までに「全員給食・

給食センター方式」による全員給食の導入を予定しています。この全員給食の

実施にあたって、安全・安心でおいしい給食を継続的に提供することはもちろ

ん、生徒が給食に関心をもち、愉しみながら喫食できる環境を醸成できるよう、

中学校における適正な給食日数及び給食時間、食物アレルギーの対応方法及

び給食の配膳方法等について、諮問いたします。 

（２）給食費について

  現在、小学校給食・中学校給食を問わず、物価高騰を背景に食材価格が上昇

しているとともに、原油価格高騰を背景に光熱水費が上昇し、学校給食の提供

に要する経費が上昇しています。加えて、中学校給食が「全員給食・給食セン

ター方式」に切り替わることで、給食献立の内容や給食提供の方法等が大きく

変わります。このような状況の中で、中学校給食及び小学校給食において、今

後も子どもたちの感覚・感性に響き、魅力的で充実した給食を継続的に提供で

きるよう、適正な学校給食費について、諮問いたします。 

19



（３）学校給食における食育の推進について

  町田市では、子どもたちの感覚・感性に響く学校給食によって、将来にわた

り、楽しく豊かな食生活に基づいた健やかな暮らしを営むための素地を形成

することを目指しています。これを実現するため、子どもたちの望ましい食選

択、食行動を実践できる力をより強化できるよう、新たに中学校全員給食の導

入を契機として、小学校・中学校９年間の学校給食を通じて一貫して取組んで

いくことができる食育の推進方法について、諮問いたします。 

20



第１３期町田市学校給食問題協議会委員名簿 

２０２３年５月２９日変更 

選出区分 氏 名 所 属（役職名等） 任期等 

学識経験者 山田
や ま だ

 正子
ま さ こ

 
東京家政学院大学 

（教授 食物学科） 

2022 年 9 月 28 日～

2024年 9月 27日 

保健医療関係者 野村
の む ら

 弥生
や よ い

 
町田第二小学校 

（養護教諭） 

2022 年 9 月 28 日～

2024年 9月 27日 

消費者団体の 

代表 
金田
か ね だ

 和子
か ず こ

 
町田市消費生活センター 

運営協議会（副会長） 

2022 年 9 月 28 日～

2024年 9月 27日 

父母代表 
木村
き む ら

 暢
のぶ

恵
え

（新規選任） 

町田市立町田第二小学校

ＰＴＡ代表 

2023 年 5 月 29 日～

2024年 9月 27日 

父母代表 
福住
ふくずみ

 希美
の ぞ み

 

（新規選任） 

町田市立町田第四小学校

ＰＴＡ代表 

2023 年 5 月 29 日～

2024年 9月 27日 

父母代表 鈴木
すずき

 桜子
さくらこ

 
町田市立中学校 

ＰＴＡ連合会（理事） 

2022 年 9 月 28 日～

2024年 9月 27日 

父母代表 堀切
ほりきり

 由貴
ゆ き

 
町田市立中学校 

ＰＴＡ連合会（理事） 

2022 年 9 月 28 日～

2024年 9月 27日 

学校長 
貝原
かいばら

 俊
とし

明
あき

 

（新規選任） 

南第四小学校（校長） 

2023 年 5 月 29 日～

2024年 9月 27日 

学校長 柳田
やなぎだ

 拓史
た く し

 つくし野中学校（校長） 
2022 年 9 月 28 日～

2024年 9月 27日 

教職員 
大川
おおかわ

 敏明
としあき

 

（新規選任） 

つくし野小学校（副校長） 

2023 年 5 月 29 日～

2024年 9月 27日 

教職員 藤田
ふ じ た

 裕一
ゆういち

 南成瀬中学校（副校長） 
2022 年 9 月 28 日～

2024年 9月 27日 

栄養士・ 

調理員 
石黒
いしぐろ

 佐智子
さ ち こ

 南大谷小学校（栄養士） 
2022 年 9 月 28 日～

2024年 9月 27日 

栄養士・ 

調理員 
進藤
しんどう

 悠
はるか 鶴川第三小学校 

（栄養教諭） 

2022 年 9 月 28 日～

2024年 9月 27日 
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協議会開催経過 

２０２２年 

９月２８日 第１回協議会 

「中学校の全員給食実施に伴う各学校の給食運営について」、 

「給食費について」、「学校給食における食育の推進について」 

の３点について、諮問を受けた。 

「中学校の全員給食実施に伴う各学校の給食運営」について、 

協議を行った。 

１１月３０日 第２回協議会 

「中学校の全員給食実施に伴う各学校の給食運営」について、 

協議を行うとともに、一次答申案について検討した。 

２０２３年 

１月２７日 第３回協議会 

一次答申案について検討し、一次答申書の確認を行った。 

３月２８日 第４回協議会 

「給食費」について、協議を行った。 

５月２９日 第５回協議会 

「給食費」について、協議を行った。 

８月８日 第６回協議会 

「給食費」について、国が「給食費の無償化に関する検討を開

始する」旨の発表を行ったことから、その動向及び他自治体の

動向を調査するため、協議を先送りすることとした。 

「学校給食における食育の推進」について、協議を行った。 

１０月２５日 第７回協議会 

「学校給食における食育の推進」について、協議を行うととも

に二次答申案について検討し、二次答申書の確認を行った。 

22


	20231200_教育委員会定例会_報告事項1（町田市学校給食問題協議会の二次答申について）
	231121_二次答申一式2
	01-1_答申表紙
	02-0_二次答申（学校給食における食育の推進について）
	03-0_参考資料（鑑）
	03-01_【参考資料１】町田市立学校における現状の食育の取組について
	03-03-1_【参考資料３-1】学校給食を活用した食育推進解決の方策
	03-03-2_【参考資料３-2】食育プログラムイメージ
	スライド 1

	03-03-3_【参考資料3－3】課題解決のため開始した食育の取組事例
	03-04-1_【参考資料4-1】食育プログラム体系図
	03-04-2_【参考資料4-2】小学校学習指導要領_食育関連内容
	04-1_附属資料（鑑）
	04-2_第13期　諮問書
	04-3_第13期委員名簿（2023.5.29～）
	04-4_協議会開催経過




